
入院患者の転倒・転落発生率

• 分子

– 入院中の患者に発生した転倒・転落件数

• 分母

– 入院患者延べ数（人日）

• 単位

– ‰：パーミル（×1000）
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算出方法

1. 調査期間中の月別の入院患者延べ数（許可病床数にかかわ
らず24時現在に在院していた患者数および退院患者数）の合
計を分母とする。

2. 分母のうち、医療安全管理部門へインシデント・アクシデント
報告が提出された入院中の転倒・転落件数を分子とする。

a. 入院患者以外の転倒・転落によるものは分子から除外する。
b. 転倒・転落発生日が分母と同月の場合に分子に含む。
c. 医療スタッフによる介助時や移動時の転倒・転落によるものは分子に含む。
d. 医療施設の敷地外や外泊中の転倒・転落によるものは分子に含む。
e. 意図的な転倒・転落によるものは分子に含む。
f. 同一患者における複数回の転倒・転落によるものは個別にカウントする。

g. 同一患者における同一転倒・転落に対し複数のインシデント・アクシデント報告
が提出された場合には、複数の報告を1件として分子に含む。
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分子のカウントについて

• 1件の事象に複数のレポートが提出された場合
– 1件とカウント

• 同じ患者が複数回転倒した場合
– 例：10月に2回転倒した場合は2件とカウント
– 例：10月に1回、11月に1回転倒した場合は、10月に1件、

11月に1件とカウント

• 敷地外で1回転倒した場合
– 入院中の患者で、敷地を問わずインシデント・アクシデン
トレポートが提出されている場合は1件とカウント
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算出例

•調査期間外
•調査期間

•調査期間外

調査期間外 調査期間（10/1～10/31） 調査期間外 分母 分子

入院日が調査期間
外で退院日が調査
期間内になる場合

調査期間内の入院
日数を対象とする

9/15入院 10/1退院 1 0

3/1日入院 10/10退院 10 1

入院日が調査期間
内で退院日が調査
期間外になる場合

調査期間内の入院
日数を対象とする

10/29入院 11/10退院 3 0

10/3入院 11/20入院中 29 3

調査期間に複数回
入院がある場合

複数回の入院日数
を合計する

10/2入院 10/13入院

10/5退院

10/25入院

10/18退院 10/28退院

14 4

入院日が調査期間
外で退院日も調査
期間外になる場合

調査期間内の入院
日数を対象とする

8/25入院 11/10退院 31 0

調査期間内の入院日数と転倒・転落件数を対象転倒・転落
11月以降の対象
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変更履歴

変更日 内容

2019/04/12 算出方法は変更なし。定義書の文言修正。

2021/05/18 reference追加。
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